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～
三
尊
の
御
神
体
が
御
開
帳
～ 

七
月
二
十
五
日(

月)

、
十
四
時
よ
り
熊

野
神
社
社
殿
に
お
い
て
祇
園
祭
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
規
模
を
縮
小
し
、
氏
子
総
代
と
区

三
役
の
み
で
行
い
、
塩
川
町
の
繁
栄
と
区

民
の
皆
様
の
無
病
息
災
、
一
日
も
早
い
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
終
息
を
祈
願
し
ま

し
た
。 

塩
川
町
の
氏
神
様
で
あ
り
ま
す
熊
野

神
社
に
は
、
事
解
男
命(

コ
ト
サ
カ
オ
ノ

ミ
コ
ト
・
薬
師)

、
速
玉
雄
命(

ハ
ヤ
タ
マ

オ
ノ
ミ
コ
ト
・
釈
迦)

、
伊
芫
冊
尊(

イ
ザ

ナ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
・
千
手
観
音)

の
三
尊
の

御
神
体
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。 

祇
園
祭
は
毎
年
七
月
二
十
五
日
に
執
り

行
わ
れ
、
年
に
一
度
こ
の
三
尊
の
御
神
体

が
御
開
帳
さ
れ
ま
す
。 

せ
っ
か
く
の
貴
重
な
機
会
で
す
の
で
、

ま
だ
拝
観
し
た
こ
と
の
無
い
方
は
、
来
年

は
是
非
、
参
拝
さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。 

        

今
年
七
月
初
旬
よ
り
進
め
て
来
ま
し
た

「
灯
籠
」
の
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
が
完
成
し

八
月
十
三
日
に
取
り
付
け
ま
し
た
。 

灯
籠
の
制
作
時
期
は
は
っ
き
り
し
て
お

ら
ず
、
明
治
初
期
に
作
ら
れ
た
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
古
い
鍛
造
釘
等
が
使
わ
れ

て
お
り
何
回
も
の
修
繕
が
加
え
ら
れ
て
い

ま
し
た
。 

       

今
回
は
、
中
澤
区
長
・
丸
山
副
区
長
・

樋
口
会
計
に
ご
協
力
を
頂
き
、
作
業
は
幸

い
に
約
二
十
年
前
に
も
修
理
経
験
が
あ
る

中
澤
清
氏
子
総
代
の
指
導
に
よ
り
完
成
し

ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
の
盆
踊
り
も
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
に
よ
り
、
中
止

と
な
り
、
氏
子
の
皆
様
の
心
の
拠
り
所
が

な
く
な
っ
て
し
ま
い
非
常
に
残
念
で
し

た
。
来
年
度
以
降
に
盛
大
に
開
催
さ
れ
る

よ
う
期
待
し
ま
す
。 

灯
籠
の
墨
書
〈
神
徳
遍
天
地
〉
の
読
み

方
・
意
味
を
神
社
に
掲
示
し
ま
し
た
の

で
、
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
覧
く
だ
さ

い
。 

 
 

氏
子
総
代
長 

堀
内 

嘉
幸 

  

 

夏
の
交
通
安
全
や
ま
び
こ
運
動
が
七
月

二
十
二
日(

金)

か
ら
三
十
一
日(

日)

に
か

け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

今
年
は
交
通
事
故
が
前
年
と
比
べ
増
加

傾
向
に
あ
り
、
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
の

半
数
以
上
を
高
齢
者
が
占
め
て
い
る
ほ

か
、
子
供
や
歩
行
者
な
ど
の
交
通
事
故
が

増
加
し
て
い
ま
す
。 

街
頭
指
導
で
は
、
交
通
安
全
協
会
や
公

民
分
館
、
民
生
児
童
委
員
、
保
険
補
導

員
、
区
役
員
が
町
内
各
所
で
ド
ラ
イ
バ
ー

や
通
学
途
中
の
児
童
ら
に
注
意
を
呼
び
掛

け
、
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

塩 

川 

タ 

イ 

ム 

ズ 
熊
野
神
社
に
て 

 
 
 

祇
園
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開
催 

 

 

熊
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「
信
濃
路
は 

み
ん
な
の
笑
顔 

つ
な
ぐ
道
」 

祇園祭にて公開された 

3体の御神体 

これまでの灯籠 

新しい灯籠 
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七
月
二
十
日(

水)

、
六
十
五
歳
以
上

の
方
を
対
象
に
し
た
年
一
回
の
定
期
結
核

健
康
診
断
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

結
核
と
い
う
と
過
去
の
病
気
の
よ
う
に

思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
今
で
も
国
内
で
は

年
間
約
一
万
八
千
人
程
度
の
結
核
患
者
が

発
生
し
て
い
ま
す
。 

今
年
も
感
染
症
予
防
の
意
識
の
高
ま
り

か
ら
九
十
九
名
の
方
が
受
信
さ
れ
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
各
種
検
診
の
定
期

的
な
受
診
と
、
日
々
の
健
康
維
持
に
留
意

し
ま
し
ょ
う
。 

         

～
収
納
部
よ
り
～ 

 

[

区
費
収
納
に
つ
い
て] 

九
月
三
十
日(

金)

は
第
五
回
目
の
収
納

日
と
な
り
ま
す
。
午
前
七
時
か
ら
午
前
九

時
ま
で
公
会
堂
に
て
受
け
付
け
て
い
ま

す
。 分

納
の
方
は
収
納
袋
に
区
費(

二
ヶ
月

分
以
上)

を
入
れ
て
、
隣
組
長
の
方
に
ご

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。 

隣
組
長
の
皆
様
に
は
お
手
数
を
お
掛

け
し
ま
す
が
、
引
き
続
き
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。 

 ～
粗
大
ご
み
収
集
の
お
知
ら
せ
～ 

[

日
時] 

九
月
十
七
日(

土) 

午
前
八
時
三
十
分
～
午
前
十
時
三
十
分 

[

場
所] 

日
野
小
学
校
プ
ー
ル
東
側 

(

未
開
通
道
路
部
分) 

  

 [

収
集
物] 

 

粗
大
ご
み
〈
有
料
〉 

縦
、
横
、
高
さ
の
一
辺
が
５
０
㎝
を
超

え
る
も
の
。 

蛍
光
管
〈
無
料
〉 

直
管
・
サ
ー
ク
ル
菅
・
電
球
型
蛍
光
管 

[

出
し
方] 

粗
大
ご
み
証
紙(

シ
ー
ル)

を
貼
っ
て
出

し
て
下
さ
い
。
粗
大
ご
み
証
紙
が
貼
っ
て

無
い
物
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

塩
川
タ
イ
ム
ズ
は
塩
川
町
に
関
連
す
る

記
事
を
掲
載
し
て
い
る
町
内
新
聞
で
す
。

塩
川
町
の
関
連
の
出
来
事
や
情
報
、
活
動

な
ど
を
随
時
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

皆
様
か
ら
の
情
報
提
供
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。 

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉 

第
一
総
務
部 

吉
村 

学 

  

 

定
期
結
核
健
康
診
断
実
施 

感
染
予
防
の
意
識
高
ま
る 

今後の行事予定 

 
今後の行事予定 

区
か
ら
の
お
知
ら
せ 

情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い 

9月 4日 (日) 7:00 ～ 塩川町自主防災訓練 縮小 (公会堂前庭)

9月 11日 (日) 6:00 ～ 側溝・公園一斉清掃

9月 18日 (日) 8:00 ～ 公会堂清掃 (77・78組)

9月 18日 (日) 18:30 ～ 熊野神社例大祭前夜祭 縮小 (熊野神社)

9月 19日 (月) 14:00 ～ 熊野神社例大祭 縮小 (熊野神社)

9月 30日 (金) 7:00 ～ 9:00 第5回収納日 (公会堂)

10月 9日 (日) 6:00 ～ 側溝・公園一斉清掃

10月 16日 (日) 8:00 ～ 公会堂清掃 (79・80組)


